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序

本市西区の叶岳から長垂山にいたる山稜の東側、早良平野を望む地帯は多く

の小古墳が営なまれ、付近には平安京・大宰府鴻腹館の瓦を焼いた斜ヶ浦瓦窯

跡、国史跡元冠防塁を擁する生の桧原海岸、国指定天然記念物の含紅雲母ペグ

マタイト岩脈の長垂海岸があり、豊かな自然と史跡にかこまれた地域でありま

す。

近年国道202号線バイパスの整備、都市高速鉄道開通にともなう筑肥線の高
）

速化等の交通網の整備により、一帯の開発・宅地化が進んでおります。一方そ

これにともなって消滅していく遺跡も多く、本市ではこれら開発によってやむ

なく失われる遺跡の記録保存調査を行なっております。本書もそうしたなかの

ひとつで、民間の宅地造成にともなって発掘調査を実施した草場古墳群の調査

報告を収録したものであります。

調査の結果、12基の古墳時代後期の古墳をはじめ縄文時代から江戸時代にか

けての重要な遺跡であることが確認されました。

通常、調査終了後は消滅してしまう遺跡がほとんどであるなか、今回は事業

者のご理解・ご協力を得、このうち1・2次調査の行なわれた4基が保存され、

将来史跡として整備する運びとなりましたことは調査とともに大きな収獲であ

りました。

調査に際しご協力をいただいた関係者各位、また地元をはじめ調査を支えら

れた多くの方々に深く感謝する次第であります。

平成4年1月10日

福岡市教育委員会

教育長　井　口　雄哉



例　　言

1．本書は有明商事株式会社が実施した西区下山門字大谷1709番2外7筆の宅

地造成にともなう事前調査として、福岡市教育委員会埋蔵文化財課が平成元

年度に実施した草場古墳群第3次調査の調査報告書である。

2．本書で用いる方位は磁北で、真北はこれに6。21′東偏する。

3．調査区内のグリッド名称は10m方眼線の西北交点とした。

4．遺構の呼称は略号化し、竪穴住居址－→SC、土壌→SKとした。

5．本書に使用した遺構実測図は柳沢一男．横山邦継．佐藤一郎・瀧本正志・

加藤良彦．黒田和生・英豪之．溝口武司による。

6．本書に使用した遺物実測図は平川敬治．加藤良彦．木村厚子による。

7．製図は加藤・木村・撫養久美子による。

8・本書に用いた写真は加藤．平川による。

9．本書の執筆．編集は加藤が行った。

10・本書にかかわる記録類・遺物は福岡市埋蔵文化財センターに収蔵管理され

るので活用されたい。
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Ⅰ　は　じ　め　に

1　調査に至る経緯

今回の調査は福岡市西区下山門字大谷で有明商事株式会社が計画した宅地造成にともなって

実施された緊急発掘調査である。事業策定に当たって埋蔵文化財の有無の照会のため、同社か

ら事前審査願いが埋蔵文化財課に提出された事により始まる。申請面積は17，029m2。受付番号

は63－2－65である。

埋蔵文化財課で確認した所、革場古墳群の既存6基のうち3基が申請地内に劾当。これを受

けて現地踏査を行ったところ、谷の西側の丘陵斜面で須恵器が散布しているのを確認した。こ

のため昭和63年2月27日試掘調査を実施し、この箇所で新たに古墳2基の埋蔵を確認した。

同課では設計変更等での古墳の現況での保存が可能か申請者と協議を重ね、結果として隣接

する本市学校管理地と申請地内の一部を換地することで、1－4号境を現況保存、将来市史走

史跡として整備する運びとなり、設計変更が不可能な5・6号境と新たに確認された2基の計

4基に対し、事前の発掘調査を実施する事となり、調査に関して同社と教育委員会とで委託契

約が締結された。

発掘調査は平成元年（1989年）10月12日に着手、同年12月28日までの予定で実施されたが、

谷の西側斜面及び陵線上で新たに4基の古墳の埋蔵が確認されたため12月28日終了は明らかに

不可能であると判断された。このため同社と再協義を行い、同社の理解を得て期間・費用に関

して変更契約がなされ、平成2年3月2日に全ての行程を終了した。

調査に際し、有明商事株式会社には多大な御理解と御協力を賜り、また三井建設株式会社に

は現場での種々の細かな配慮を賜った。記して感謝申し上げる次第である。

調　 査　 番　 号 8　9　5 1 遺　 跡　 略　 号 K S ‘K － 3

調 査 地 地 籍 西区下 山門大 谷1709 － 2 外 分 布 地 図 番 号 103－ B －7

開　 発　 面　 積 17 ，029 m 2　　　　　　　 ／ 調 査 実 施 面 積 2 ，57 5 m 2

調　 査　 期　 間 8910 12－900 30 3 事 前 審 査 番 号 63 － 2 －65

－1－



2　調査の組織

調査委託：有明商事株式会社

調査主体：福岡市教育委員会　　教育長　佐藤善郎（当時）

調査総括：埋蔵文化財課長　柳田純孝（当時）　埋蔵文化財課第2係長　柳沢一男（当時）

調査庶務：埋蔵文化財課第1係　松延好文（当時）

調査捜当：埋蔵文化財課第2係　加藤良彦

調査協力：溝口武司　黒田和生　英豪之　瀬戸啓治　百武義隆　吉村哲美　井上紀世子

有畜溢子　緒方マサヨ　後藤ミサヲ　平井和子　宮原邦江　山田サヨ子

吉岡田鶴子　柴田勝子　庄野崎ヒデ子　土斐崎初栄　藤崎久子　若狭睦代

池田初実　国武真理子　楢崎多佳子　能美須賀子　木村厚子　窪田慧　小城信子

西尾タツヨ　金子由利子　松井邦子　佐藤テル子　柴田常人　松尾キミ子

松尾鈴子　門司弘子　合川春江　堀川ヒロ子　松井フユ子　坂口フミ子

清原ユリ子

資料整理：平川敬治（九州大学）　上方高弘　黒田和生　英豪之　溝口武司　池田初実

国武真理子　小城信子　木村厚子　窪田慧　楢崎多佳子　能美須賀子

－　2－



II　調査区の立地と環境

本調査区は福岡市の都心部より西へ6km、博多湾岸より南へ0・5kmの地点、室見川が貫流する
さわら　　　たかす　　　ずいばいじ　　　　　　いまじゅく　　　　　　　　　　せぷり　　　　いいもり　　かのう

早良平野と高祖山麓．瑞梅寺川に限られた今宿平野とを東西に分かつ背振山系から飯盛山．叶
がたけ　ながたれ

岳．長垂山へとつらなる山塊から、早良平野へいくつも延びる海岸部に程近い標高19－28mの

二つの小支丘上及び谷部に位置する。行政的には福岡市西区下山門に所在する。

周辺の歴史環境を概観してみると、旧石器．縄文早期の遺跡は山麓部と洪積台地に点在して
はねどばる　　よしたけ　　　ありた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひろいし

おり、羽根戸原遺跡・吉武遺跡群．有田遺跡群でナイフ型石器．細石器が、羽根戸遺跡・広石遺跡群
なきりだに　　　かさまだに

名切谷遺跡．笠間谷古墳群で土壙・集石炉・押型文・条痕文・撚糸文土器・石槍．石鏃が検出
しか　　　　　ゆのう　　　　たむら

されている。前期は沖積地の微高地上まで進出し、四箇遺跡群・揚納遺跡．田村遺跡で轟B式

土器・曽畑式土器・竪穴．ドングリピット等が検出されている。中．後期では吉武遺跡群でド

ングリピット50数基、有田遺跡で貯蔵穴様ピット60数基、四箇遺跡群で埋甕・竪穴．竪穴住居

址・特殊泥炭層（堅果類果皮の多量堆積－ヒョウタン・リョクトウ出土）が出土。晩期では突
ななたまえ　じゅうろうがわ　じゅうろくちょう

帯文の時期に増大し、有田七田前・十郎川・拾六町ツイジ・四箇・四箇東．田村遺跡などで大

陸系磨製石器．木製農耕具未製品・矢板列・埋甕．竪穴住居址等が検出されている。

弥生時代前期前半は前代と重なって海岸部の中．低位段丘上に多く、有田遺跡には300￥200
ふじさき

mの大規模な環濠が出現し、藤崎遺跡では土墳墓群が見られる。前期後半からは内陸平野部に

も集落が展開し、吉武遺跡群では「早良王墓」として賑わし、多数の青銅器を副葬した木棺・

甕棺墓群とともに4×5間掘立柱建物が検出。中期にはさらに面的な広がりを見せ、内陸奥部

にまで及ぶ。吉武遺跡群は拠点として更に発展し甕棺墓は1000基以上、墳丘墓も検出された。
ひがしいるぺ

またこれに次ぐ集団として東入部遺跡群で甕棺130基中より細形鋼剣1・銅釧10．素環頭刀子1．

鉄矛1．鉄刀1．鉄剣1・鈍1を検出しているO
のがたなかばる　　　つかはら　　　かんじんばる　　　やなぎはら　　たに

弥生終末から古墳時代前期にかけては野方中原．野方塚原・野方勧進原．野方柳原．飯盛谷・
しげとめ　ごとうやま　　　　　にしじん

広石遺跡群．宮ノ前C地点．重留．五島山．藤崎・西新町・有田遺跡で石棺墓・万由周溝墓．

墳丘墓・住居址等が検出され、後漢鏡．三角縁鏡などが出土している。中期では吉武で円墳20
ひわたし

数基・帆立貝式墳（樋渡古墳）．方墳（樋渡2号墳）・掘立柱建物・住居址多数が検出され、
はいづか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うめばやし

重留では70m級の前方後円墳（拝塚一重留1号墳）・方墳（重留2号墳）があり、梅林では27

mの小型の前方後円墳を検出している。6世紀前半～中頃にかけ山麓部の羽根戸・羽根戸南古
こうさき

墳群で古墳群の造営が始ま生　6世紀の後半以降金武・野方．広石．コノリ・高崎古墳群等金

武から長垂山麓にかけにわかに増大する。鉄棒供献が見受けられるのも共通する。本古墳群も

このなかに位置する。広石遺跡群ではこの時期から7世紀代にかけ桁行4間以上の掘立柱9棟

を含む26棟．竪穴住居址43戸の集落を検出している。
じ⊥う　はる　　　ななめがうら

歴史時代では城の原廃寺・斜ヶ浦瓦窯址等がある。
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＿銅土筆場古墳群

Fig・1 周辺遺跡分布図（1／50000）
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2．羽根戸遺跡
3．吉武遺跡群
4・有田遺跡
5．四箇遺跡群
6．湯納遺跡
7．田村遺跡群
8．拾六町ツイジ遺跡
9．藤崎遺跡群
lO．野方中原遺跡
1土　野方塔原遺跡
12・野方勧進原遺跡
13．野方柳原遺跡
14．飯盛谷遺跡
15．宮の前C地点
16・重留遺跡群
口．拝（灰）塚古墳

18．五島山古墳

20．羽根戸南古墳群
2土　羽根戸古墳群
22．金武古墳群
23・野方古墳群
24．広石古墳群
25．城の原廃寺
26．石丸．古川遺跡
27．下山門敷町遺跡

28．牟多田遺跡
29・斜ヶ浦瓦窯跡
30．コノリ古墳群

3土　高崎古墳群
32．広石遺跡群

33．笠間谷古墳群
34．梅林古墳
35．東入部遺跡



Fig・2　　調査区位置図（l／2000）
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III　調査の　記録

1．調査の概要
本古墳群は長垂山（標高119m）より派生する標高19－28mの小谷をはさんだ二つの低丘陵の

陵線上と向き合った谷斜面に6基ずつ計12基が分布している（付図）O　ここで東のグループをA

群（1－6号填．調査区1区）．西のグループをB群（7－12号墳・調査区2区）と仮称する。

このうちA群の1－4号墳は1972年に宅地造成の計画がなされた時、調査途中で計画が中断
（註1）

となり墳丘測量と4号墳のトレンチ調査のみが行われている（1次調査）。この後、1973年にも

宅地造成の計画が持ち上がり、同年7月から9月にかけ1－4号墳の石室内の精査とトレンチ
（註2）

調査が行われている（第2次調査）。これも計画が中断され今回が3度目の造成策定であり、3

Fig13　　調査区1区現況（西から）

Fig．4　　調査区2区現況（東から）
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度目の調査となり今回が本格的

な調査実施となった。

現況は山林で、東側丘陵の谷

部斜面は戦後開墾がなされ中位

段丘状の平担面をつくっている

（Fig．3）。このため5号境は封

土を削平、埋没していたO　西側

丘陵の谷斜面はこれと対称的に

急斜面となっており、また標高

30m付近の斜面を戦後キャンプ

場開設のため掘削して多量の土

砂を谷部に押し出しており、9

号墳はこの中に完全に埋没して

いた（Fig．4）。さらに谷口の丘

陵端部を開墾で平担にならして

いる。7－12号境はこの際に破

壊された様で、天井石を架構し、

墳丘封土を残していたのは1－

3・6．9号墳のみである。

基本層位は（付図、Fig・5）

表土下に50－150cm程の赤褐色

混砂礫土の流土層が有rL　これ

が谷の両側、30mの等高線あた



rOまでを覆っている。大雨による土石流によるものと考えている。この下に20－30cmの黒灰色

～黄灰色土の包含層が有り、明赤褐色媒乱土の再堆積層の基盤層となる。古墳の多くは基盤層

と黄灰色土上に構築され、この黄灰色土は墳丘の最上面にも堆積している。

今回の調査対称となったものはA群の5－6号墳と試掘で確認した7・8号境であった。立

地が谷部であり、谷の開口部には西福岡病院が隣摸している。このため谷の開口部には申請者

が仮りの砂防壁を築いたが、調査による多量の排土を谷部に押し込んだ場合、これに耐える構

造とも思われず、大雨時に土石流となって流出する危険性もはらんでいたため、5．6号境と

7・8号墳の2ブロックに分け、それぞれ排土を打て返しする段取りでまず7．8号墳から調

査に取りかかった（表土掘削時に9号墳確認）O　これと併行して7・8．9号墳西側の丘陵平担

部に若干の高まりが有るためトレンチを掘削したところ新たに2基確認（10・11号墳）O　このた

め、7・8．9号墳終了後に1011号填、その後5．6号項へと3ブロックの工程に変更した。

調査を行った古墳は結果として5－12号墳の計8基で、5号墳が竪穴式の小石室を主体とす

る方墳10．12号境が片袖の単室横穴式石室を

主体とする円墳である以外両袖の単室横穴式石

室を主体とする円墳であった。時期は迫葬を含

め6世紀後半～7世紀末にわたる。

この他6世紀中頃の竪穴住居址1戸・時期不

明の住居址1戸・土壌5基を検出した。

墳丘下の包含層中からは縄文早期の条痕文土

器と石鏃．スクレーパーを若干検出した。

予想外の古墳の多きと調査期間中35日の雨天．

降雪と期日に追われた調査であった（Fig．7）。
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Fig　5　　第7トレンチ土層断面（南から）

Fig16　　2区拡張部現況（東から） Fig．7　　調査区雪景色（東から）



2・縄文・弥生時代の遺物

墳丘下やA群・B群の段丘面の黄灰色包含層を中心に検出した（Fig・8）。量は少量であるが

弥生時代の遺物には完形品も有るため付近を精査したが遺構は検出されなかった。A群の墳丘

下に住居址等の遺構が有り、これからの流出とも考えられる。

1は黒曜石製の凹期の三角鏃で長さ24mm・幅16mm・厚5mmを測る。厚手の石鏃である。6号

墳石室内床面間の床土より出土。2も同じく黒曜石製の鍬形鏃で左の脚と先端部を欠く。4も

同じく黒曜石製の三角鏃で21．8×16．8×3．2mmを測る。横長の剥片を素材に用いる。9号墳下の

包含層出土。3は古鋼輝石安山岩製の鍬形鉄で14・2×13．1×2・4mmを測る小型の鏃で、主要剥離

面の一部を残している。5は古銅輝石安山岩製の掻器で、自然面を残した打面からの一撃で剥

ぎ取った角錐形の縄長剥片の先端部両側縁に主要剥離面側から二次調整がなされ刃部を形成し

ている。6号墳墳丘上面からの出土083×56×26mmを測る。他にB群下の包含層中から早期条

痕文土器片を若干検出したが磨滅が著しく小片であるため図化に耐えない。

6はA群の流土中からの出土。縄文晩期浅鉢の肩部の小片で色調黒褐～淡褐色。外面の一部

にヶズリ様のヨコへラナデが見られる。

7も同じくB群の流土中からの出土。弥生中期前半の広言壷の言綾部で口唇部に刻目を施す。

8はH－5グリッド包含層からの出土。弥生中期初頭の甕の小片で磨滅が著しく調整不明。9

は弥生後期後半代の器台で全周の％が残存。底径13cm。くびれ部は上位にある。外面はタテ方

儀一
2　　　　　　　　3　　　　　　　　4

くつ　　　く＝＞　　　く＝＝＞

0　　　　　　　　　5cml

と土工．．；一一一一一一一一一」

C二二二＞

＝載≒≡葬＝コ

0　　　　　　　　　　　10cm

11．－　一　言　　　　　（

Fig．8　　縄文・弥生時代遺物実測図（l／2．1／4）
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向のハヶ調整・内面下半はナナメ方向のハヶ、中位はハヶ調整後ヶズ11様のヨコナデ、上半は

指頭圧後粗いタテナデが施される。10は弥生後期後半～末の支脚で口径7・6×6．8cm器高、底径

11．4cmを測る。口縁部は整形時にその上端を内部に折り返して肥厚化し、その一方を囁状に上

面を広く上方につまみ上げる。さらにこの内面を右回転にヘラで押しナデて上方に端部を広げ

ている。この部分は二次焼成を受け端部が欠落している。色調は暗褐色を呈し炭化物が付着す

る。他の部位は淡赤褐～淡黄褐色を呈している。外面はタテ方向のハヶ調整、内面は下半がヨ

コ方向の板ナデ、中位にタテ方向に多数のシポリ痕が残り、上部はヨコ方向のヘラヶズリ調整

である。底．胴部の一部を欠く完形品である0

3・古墳時代の調査

今回の調査の主体をなすもので、谷部東側丘陵A群6基中の2基、5．6号墳と谷部西側丘

陵のB群6基全ての調査と周辺遺構面で竪穴住居址2戸・土壙5基の調査を行った。

5号墳（Fig・9－20）

5号頃は東丘陵裾の西側平担部、標高19mのあたり、G－18グリッドに位置する竪穴式の小

石室を主体とする方墳である。昭和54年3月現在の遺跡分布地図では3号墳の北西側に位置し

ているが、この地点には古墳の痕跡は全く確認できず、南北方向のトレンチを設定．掘削した

結果1号墳の西側で確認された。．土層観察によると、赤褐色土の流土下からの検出であり、近

世以降大戦後の開墾以前に削平されたものである。昭和47年の調査時では現6号墳が5号墳と

なっており、この位置の古墳は確認されていない。どの段階で古墳を認定したのか定かでないが、

調査後もこの位置には古墳の痕跡も確認できなかった。検出順で番号をふるとこれが13号境に

相当するが、調査結果として昭和54年時の5号墳の存在は確認できないため、これは造成等の

盛土の誤認と判断し、番号の混乱を避けるため、これを新たに5号墳とした。

現況は全くの更地で表面からの認定は全く不可能な程削平されている（Fig．9）。墳丘盛土は

残っておらず、周溝の鹿部と石室の壁が50cm程残るのみである。構築時の地山整形面も残って

いない。

石室は南側幅2．6m・北側幅2．0m・長さ3・7mの隅九台形状の掘方に南側に20－50cm程の小

石3石で、幅1．15m、北側は中央の石を抜き取られているが5－6石で1・3m東側壁は7石で2・25

m・西側壁は7石で2．45mの石室を構築しており、これを腰石として上に10－30cm程の小礫を

小言に積んで壁とする竪穴式の小石室を主体部としている（Fig．1112）。主軸は方位をN－18°

30′－Eにとる。石材は花崗岩．玄武岩と種々用いている。床面には5－20cm程の亜角礫を敷い

ているが、中央部の二箇所は撹乱により抜き取られている（Fig．14．）。石室検出時には内部に壁

体の小磯至が多数落とし込まれた様な状態になっており、石室内の遺物は若干原位置から動いて

いる様で、ある（Fig．13）。
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Fig・9　　5号墳現況（西から） Fig．10　　5号墳検出状況（南から）

周溝は溝外径で南北8・5m、西端が撹乱で欠損するが東西の残存長で9・Omを測る若干いびつ

な方形を呈している。主体部はこの中央より東に片寄っている。溝は幅0・6－1．6mで深さ20cm

程の浅いU字形を呈している（Fig・11・17）。溝底は東から西の谷方向へ下がっている。覆土は

意志一芸－．－1妄一一一‡．－iぞ
一　　l l　－　泥　一

L＝l9・Om

1層　黄褐色混砂磯土
2層　暗灰褐色砂質土

2m
ヒ一一・一　一：　　　　　5　　　　　－；　　　　　r

－L＝柑・4m

1層　黒褐色土
2層　暗黄褐色砂質土

Fig．11　5号墳石室実測図．周溝土層図（1／60）
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Fig112　　5号墳検出状況（東から） Fig・13　　5号墳石室検出状況（北から）

Fig・14　　5号墳敷石検出状況（西から）　　　　Fig・15　　5号墳石室内遺物出土状況（西から）

上層が黒褐色土、最下層が暗黄褐～黄灰色砂質土

で、この堆積は各号墳とも共通している。

遺物は石室南東部の床面上と周溝内・主体部周

辺の基盤層上面から少量検出された。

石室床面上のものは須恵器の蓋坏．旗で、南東

側壁付近に集中しているが、蓋坏が倒立したり、

一三三三三三三三三
Fig．16　　5号墳石室完掘状況（東から）

周溝内からは北東部のコーナー付近からの一括

の出土で石室内出土のものと同一の須恵器蓋坏1セットと高坏．土師器甕を検出、土師器は破

砕された状態である（Fig．18）。

基盤層上面からは須恵器趣．坏・甕．土師器甕等の小片を検出しているが、須恵器甕に石室

撹乱土中出土のものと同個体のものが有り、古墳の削平時に散乱したものが大部分を占めると

思われる。
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Fig．17　　5号墳周溝土層断面（北から）

Fig．18　　5号墳周溝内遺物出土状況（北から）

Fig．19　　5号墳石室内出土遺物

出土遺物（Fig．20）

遺物は石室内出土のもの（11－21、Fig．19）、周

溝内出土のもの（22・23）と基盤層上面出土のも

のがある。図示したものは特にことわらないかぎ

り須恵器である。

蓋坏は11．12、1314、15．16はそれぞれセッ

ト関係で13・14、15・16はほぼ原位置を留めた状

態で検出された。11は坏蓋で口径13．5．器高4．6cm

の完形品で色調は淡青灰色で焼成はあまい。外面

は天井部から休部の％弱までが右回転のヘラヶズ

リで天井部が平担気味になる。他はヨコナデ。内

面はヨコナデで鹿部は手持ちのナデが施される。

調整方法は以下の蓋．身とも共通である。外面の

下半に縦4本単位の平行線を上下2本で区切る

へラ記号が有り、これは周溝出土のものも含め全

ての蓋坏に施されており、縦線が3本単位のもの

（12）・4本単位のもの（11．13．1－5）と5本単

位のもの（1416）の別が有る。12は坏身で受け

部径13．8．器高3．9cmの完形品で、立ち上がりが若

干高く直線的に延びて内傾する。蓋受け部は休部

から外方に突出気味で下部が段状になる。色調は

淡青灰色で焼成はあまい。外面の回転ヶズリは休

部の％程で鹿部が平担気味になる。13は坏蓋で口

径12．6・器高4・2cmの完形品。外面の回転へラヶズ

11は％程である。色調は淡青灰～淡灰色で焼成は

あまい。14は坏身で受け部径13．6．器高3．9cmで完

形品O　外面の回転へラヶズリは底面とその1－2

段上位までであるO鹿部は平担気味になる。色調

は淡青灰色で焼成はあまい。15は坏蓋で口径12・8・器高3・9cmの完形品で言縁端が「く」の字状

に内屈する。外面の回転ヶズリは％一％程O　色調は淡青灰～淡灰色で焼成はあまい016は坏身

で受け部径14．0・器高4．0cmで完形品。外面の回転へラヶズ11は休部の％一％程O　色調は淡青灰

～淡灰色を呈し焼成はあまい。これら蓋坏は周溝内出土のものも含め器形・調整．焼成ともに

同一作者を思わせる程極似している。17は樋で口径11・1．胴径9・2・器高14．5cmを測かる。口縁
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Fig．20　　5号墳出土遺物実測図（1／4）

の一部を欠く完形品で細い頸部から外反し、段をつくって直線的に大きく開く言綾部をもつ。

口縁下に1条胴部に2条の沈線を施し、胴部の沈線間にはカキ目工具による斜行の連続刺突文

を施す。内部に休部穿孔時の粘土塊が残っており、外径13．3．内径14．8mmの円形で両側面に低

い段が有る。金属板を円筒形に丸めたもので、焼成前の休部をこれで一気に突き抜き、切り離

した粘土を内部に押し出したものと思われる。以下は撹乱土中の出土で18は高坏脚部で全周の

易の残存。底径11．8cm。19は脚付長頸壷の脚部で全周の易の残存。底径13．4cmで中位に三角形

の透し穴を3ヶ所穿つ。20は長頸壷で口頸部と休部が分散して出土。口径9．6．胴径13・6．器高

20・3cmを測る。口縁と胴の上半にカキ目を施す。21は三脚付有蓋壷の蓋で口径10．4・胴径9・8．

器高8．4cmを測る。外面休部上半は回転ヶズ11後ゆるいヨコナデ．下半は回転板ナデ。22は北東

の基盤面と周溝からの出土の直言壷で口径8・9器高12・2cmを測る。色調は淡黄灰色で焼成はあま

く、調整不明。外底は回転へラヶズリ。23は周溝内出土の土師器甕で色調赤褐色で休部外面タテ

ハヶ、内面へラヶズリ。24は基盤層のもので弥生終末期の甕で外面平行叩、内面ナナメパケ調整。
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Fig121　6号墳現況（西から）

Fig．22　　6号墳検出状況（西から）

6号墳（Fig．21－37）

6号墳は西に開口する単室両袖の横

穴式石室を主体とする馬蹄形項か方墳

である。

東丘陵3・4号墳間の標高25m付近

の西側段丘部、Ⅰ－5グリッドに位置

する。

墳丘の東半部は戦後の開墾で上面が

平担に整地されており表面からは観察

できず、西半部が等高線から円形に突

出して墳丘の存在が知れる。見かけの

墳丘径で8m程である。石室は天井石

の一部が露出し、羨道部の閉塞石の上

半が抜き取られて既に開口しており、

内部は％程土砂が堆積していた。

調査工程中最後の調査で、石室内の

清掃と平行して墳丘・周溝の検出を行

い、時間の関係上、墳丘内部の調査は

南北方向のトレンチ調査のみにとどめ

た。

墳丘は東半部が調査区外のため全容

を明らかにし得ないが、1m程明赤褐

色の流土（Fig・23これが墳丘全面を覆う）下40cm程の黒灰～黄灰色土の包含層下で検出される。

天井部と墳裾、殊に前面と墳丘の右前面を大きく削平されているが、残丘で南北9．8m、北側の

周溝底面からの高さ2・5mを測る（Fig．22）。

古墳は丘陵斜面と段丘面との地形変換線付近に位置するため、東側の斜面側をおそらく半径

7m程の馬蹄形に平担部を削り出して谷側に盛土し（Fig．23・36層）基底面をつくり、これに

石室掘方と幅1・5－2．7mの周溝を掘削したものと思われる。周溝は前面と両側を直線的に掘削

しており、東側が弧を描いて馬蹄形となるか直線を描いて方形となるかは調査対象区外のため

明らかでないが、南北の周溝外径で12．5mを測る。溝底は東から西の谷方向へと下がる。墳丘

前面の中央が途切れており、羨道へ連なる墓道部分と思われる。また左前面には内側にもう

一本の溝が有ってこれを切っており、追葬時に溝を改削し、墳裾の前面を広げたものと思われ

る。この部分に多くの須恵器破片を検出している。

－14－
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墳丘上甕出土状況

Fig・23　6号墳墳丘土層図．石室実測図（1／60）



Fig．24　　6号墳上面奥壁（西から）

Flg．26　　6号墳石室上部床面（西から）

Flg．28　　6号墳石室上面遺物出土状況（南西から）

－15－

Fig，25　　6号墳下面奥壁（西から）

Fig・27　　6号墳石室下部床面（西から）

Flg・29　銅鈴出土状況（南から）



Fig．30　　6号墳上面羨道（東から）

Fig・32　　6号墳羨道閉塞状況（東から）

Fig．31　6号墳下面羨道（東から）

墳丘盛土は壁体裏込め（12－35層）と天井石被

覆（7－11層）、墳丘整形（4－6層）と大きく3

工程に分かれ、前2者は幅を薄く範囲を狭く、

後者は厚く広く被う傾向が有る。盛土には地山土

の黄灰～暗灰褐色シルト～砂質土が多用され粘土

は壁石裏の目貼りに用いられるのが多く、全体的

にゆるい。

石室掘方は幅4．8m程の断面逆台形で黄灰色シ

ルト（37層）の上面から掘り込まれ、南が高く石

室床面までで深さ1・5mを測る。

主体部は主軸をN－77°－Eにとり西に開口する単室両袖形の横穴式石室で残存状態は良好で

あるが土圧のため右側壁がせり出している。玄室は奥壁側で2．1m、玄門側で1．9m、右側壁2．55m、

左側壁1．95mの方形プランで、玄門部は左袖幅50cm、右袖幅48cmであるO　床面は迫葬時に灰褐

色混土砂礫で30cm程かさ上げされ、上面に10－45cmの亜角礫で敷石がなされているが前部は撹

乱を受けている（Fig．26）。下部の床面には敷石は認められない（Fig．27）。羨道部は幅0．95m、

長さ2・6mで玄門部に細長の礫で梱石をもうけ、奥壁から3・5mの位置に閉塞がなされている

（Fig．32）。閉塞は石室側に大型の礫を置きこれに面をそろえて小礫を積んだものが2－3段残っ

ている。奥壁は一枚の巨石を腰石としその上に長大な礫を4段持ち送り気味に重ね（Fig・25）、

両側壁は奥壁より一段低い2個の巨石を横位に腰石としその上に方形の礫を4段持ち送りで積

み上げ横に目を通す。この上に1．5×1．5m程の2枚の天井石を架構する。両袖石は1石を縦位

にすえこの上に1－2石積んで羨道側壁と一体化しこの上に楯石を乗せ、これは玄室側壁の5

段目と横がそろって一体化している。羨道側壁上端は玄室側壁4段目とそろっており、この上

に天井石を1石架構する（Fig・31）。
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Fig，33　　6号墳墳丘北側土層断面（北西か

Fig．34　　6号墳墳丘南側土層断面（南西から）

遺物の出土状況は石室の上部床面で

敷石間に入り込んで土師器．須恵器

（Fig．35．25－28）．鉄刀・刀子残片．

石錘を（Fig・28）、床の客土と盗掘によ

る撹乱土中で鉄鉾．鏃．刀子．刀．石

突．鉄棒．鋼環．銀環．須恵器・土

師器．勾玉・ガラス小玉．紡錘車．土

製小玉を、下部床面の腰石付近で片付

け忘れた様な状況で鉄鉾（40）・鋼鈴

（44）を検出した。（Fⅰg．29）。原位置を

保っているものはない様である。周溝で

は墓道両脇の古墳前面部を中心にIIIB

～Ⅳ期の須恵器大甕・蓋坏．高坏・壷．

提瓶・健筆と土師器高坏．甕．鉄棒等

を破砕状態で多数検出した。墳丘上面

からも須恵器坏や高坏鉄鎌等を少量検

出したが、周溝内のものと接合するも

のが多く、墳丘の祭祀遺物が周溝内に

流れ込んだ公算が高い。

出土遺物（Fig・35－37）

25は坏蓋で口径11・2器高5．0cm。天井

部にヘラ記号が有る。26は25とのセッ

トと思われる坏身で受け部径12．0器高4・0cmを測る完形品で底面に25と同種のヘラ記号がある。

灰をかぶる。27は土師器坏で口径18・0器高8・Ocm。胴外面上半は指頭圧後ヨコナデ、下半は手持

ちへラヶズリ後ナデ、口綾部は粗いヨコヶンマを施す。28は坏身で％の残存。口径10．4器高

5．0cm。外鹿部はヘラ切り後ナデ。29は坏身で受け部径11・7器高3・Ocmで％の残存。外面に灰が

かぶる。31－35は左前面の周溝出土で高坏が多い。31は提瓶で言緑部を欠くが残存高で24・Ocm．

胴径20・0・胴厚15・Ocm。胴厚の％を回転へラヶズリ、以外にカキ目調整を施し、胴上部に1対

の乳頭状の突起を貼付する。32は小形の直言甕で口径10・0器高17．3cm。胴外面は木目直交の平

行叩後カキ目調整、内面には平行弧線の当て具痕が残り粗いナデを施す。色調は明青灰色を呈

し焼成はあまい。33は有蓋高坏で脚部の半分を欠く、受け部径14・6器高8．5cm。脚部は短かく大

きく開き、長方形の透し穴を3ヶ所穿つO　外面に灰をかぶる。34は33と同形の高坏の坏部で受

け部径15・Ocm。35は2段透しをもつ長脚の有蓋高坏坏部で受け部径12・Ocm。脚接合部付近は回
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転へラヶズ11後カキ目調整。36・37は右前面の墳丘上出土。有蓋高坏で36は口径15．0器高5．0cm。

37は受け部径16．0cmで細い長脚に2段の長方形透し穴を3ヶ所もつと思われる。38は左前面の

墳丘上出土の無蓋高坏で口径9．7器高8・7cmを測る。全周の％残存。39は右前面の墳丘出土の大

甕で直下の周溝内、左前面の周溝にと広く散っている（Fig・23）。口綾部を欠くが残存高41．2胴

径37．5cmを測る。外面は木目直交の平行叩後カキ目調整。内面に同心円当て具痕が残る。40は

下部床面出土の鉄鉾で一部を欠くが全長約22cm、袋部径2・8cmを測る。刃部は鏑がなく2・5×0・6

cmの平造で、鈍い両一切刃を研ぎ出している。刃部と袋部を鍛造によって溶着したものと思われ、

刃部が袋部の片側に沿っており縦断面形は直角三形状を呈している。鉾は2本検出している。

41は平造の長享角形の鉄鏃で全長10・1刃幅2．0cm刃厚4．5cmを測る。石室床面間の客土中出土．

42は同じく鉄製石突で鉄鉾と対と思われる。鉄板を円錐形に丸めて鍛造・溶着したもので接合

部が残る。全長5・6径2・2cmを測る。外面の一部に平織の布痕が残る。内部に鉄鏃の茎が混入、

Flg136　　鍋鈴44（l／2）

銹着しており、柄に装着状態で埋納したも

のではない。43も同じく床面間出土の平丸

造の長頸鉄鏃で茎部の大部分を欠く。関ま

での長さ3．0刃幅1・2cm刃厚4mmを測る。44
ヽ

l

は鋼製鈴で高さ6．5cmで、5・0×5．0×5．1cm

の球形の休部に1・5×1・3×0・6cmの方形の

鉦が上部に付き4・5mmの円孔がある。孔の右

横に紐ずれがある。休部の中央に2条の細

い突帯が有りこの突帯下で鉦と直交方向に

77　　　　78　　　79　　　80　　　8－　　　82　　　83

Fig．37　　6号墳石室出土耳環．玉類
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85

切目が鋳出され幅1・5

cm程の突帯状を呈して

いる。休部上半は9面

体で4ヶ所に径5mm程

の円孔が鋳出され、下

半は8面体で、全面に粗

いヤスリ目が残ってい

る。体部内には鋳鉄製

の径1・3cmの鳴子が入

っている。45は滑石製

の石錘で径16・4．厚6．6

cm重量は半欠で1550g

を測る。



Fig．38　　7・8・9号墳現況（東から）

Fig．39　　7．8号墳検出状況（東から）

Fig．40　　7号墳検出状況（東から）
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7号墳（Fig．38－58）

7号項は南に開口する単室両袖の横

穴式石室を主体とする円墳である。

西丘陵の陵線先端近くの中位段丘面

に位置する（Fig・38）。標高20mのC－

3グリッド付近でB群に属する。

戦後の開墾で墳丘はほとんど失わ

れており、等高線に若干高まりが認め

られるが現況からの観察は難しい。試

掘調査により確認されたものである。

調査は石室内の掘削・清掃と墳丘・

周溝の検出を行い、最終的には封土を

除去し石室掘方の検出・掘削まで行っ

たO

墳丘はほとんど削平されており、羨

道左側の墳丘が最も高く残っているが、

これでも古墳整地面から40cmの高さを

残すのみである（Fig．39．40）。よって

周溝内法と東側の等高線の若干の変換

から復元すると東西10m．南北12mの

前方が直線気味の南北に長い馬蹄形の

円墳と思われる。

立地が東に下がる段丘上の緩斜面で

あるため、西の丘陵側を深さ30cm程馬

1蹄形状に掘り下げ残土を東の谷側に押

し出して整地を行い平担面をつくって

周溝・掘方・墓道の掘削を行っている

のが墳丘祭祀部と墓道部の土層断面か

らうかがえる（Fig・51・57）。

周溝は古墳の西半部（丘陵側）のみ

を巡っており、東の谷部では検出され

ない。幅1－2．4m程で、南西側の墳丘

内祭祀と列石が巡る部分のみ幅30cm深



Flg・41　7号墳2次墓道検出状況（南から）

Fig．42　　7号墳2次墓道土層断面（南から）

F1g・43　　7号墳石室検出状況（南から）
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さ20cmの2段掘りとなるが、他は浅い

断面U字形を呈しているO　またこれは

墓道も兼ねている様で、南東部は谷と

直交方向にゆるく外反して谷方向に延

び、北西部では分峡して西の谷筋へと

延びている。溝底は西を最高位として

東に傾斜している。　　　　　　．

石室羨道から連なる墓道は1度改削

がなされている。当初の墓道は周溝に

沿って、これから大きく右に湾曲して

羨道部に連なるもので（1次墓道Fig．

48）、迫葬時には周溝とともにある程度

埋没していた様で、周溝と直角方向に
ヽ

羨道にまっすぐ連なる幅広の墓道を改

削している（2次墓道Fig・41）。検出時

には多量の礫が中層から出土しており

（Fig・43）盗掘時に羨道側壁や閉塞石

を投げ出したものと思われる。

墳丘盛土はほとんどが石室掘方裏込

めのものが残る状態（Fig・47）である

が、祭祀部分の残丘の土層を観察する

と（Fig・51）壁体裏込めと天井石被覆・

墳丘整形の三段階に分かれる。壁体の

裏込めには地山土の黄灰色砂質土と赤

褐色粘土を薄く交互につき固めており、

殊に羨道左側部分には10cm前後の礫が

多量に用いられ面をなしている（Fig．

52）。また、天井石被覆時にはこの部分に

のみ基盤上に高さ40cm程に列石が3段

重み上げられ（Fig・50・57）これの内

側から被覆の盛土がなされ、この盛土

の上面に察祀の土器が多量に散布する

（Fig．45）。整形の盛土は周溝の内法面
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Fig・44　　7号墳羨道閉塞状況（奥壁から）

‾〃曲　からなされている。

Fig・45　　7号墳墳丘内祭祀（南西から）

Fig．46　　墳丘内祭祀遺物
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石室掘方は石室主体部に沿った形で

墓道とともに掘削されている。玄室部

は馬蹄形の基盤整地では作業面の確保

が不充分であったらしく、中央に4m

X5・5m．深さ50cmの方形に掘り下げさ

らに奥壁部で2．9m．羨門部で幅1・8m

長さ6．2m・深さ0・8mの隅丸長台形の

一体化した石室掘方を掘削し、内部に

主体部をもうけている（Fig．53・54）。

羨道部の掘方は2段になっており下段

部分が墓道に連なり、上段部分に袖

石と次の腰石を除いた羨道側壁が一段

高く構築されている（Fig・55）。

主体部は主軸をN－22。－Wにとり南

に開口する単室両袖形の横穴式石室で

残存状態は極めて悪く腰石上に1－2

石残るのみで右奥壁と側壁．袖石の腰

石は抜き取られ撹乱されている。検出

時には壁体の中型の礫が内部に多量に

投げ込まれた状態であった（Fig．43）O

玄室は右側の腰石が全て抜き取－られて

いるため明らかでないが中軸から折り

返した幅とすると約1．8m・左側壁2．0

mの方形プランで玄門部は左袖幅45

cmである。奥壁は2－3石と思われる

が幅80cmの偏平な礫を縦位に並べ腰石

とした様である。左側壁は奥に奥壁と

同程度の腰石を、手前に長い礫を横位

に持ち送って2段重み上げ、袖石は長

い一石を縦位に置き、奥壁腰石に高さ

をそろえ横に目を通している。

羨道は幅0・8m．長さ2．8mで、袖石



Fig・47　　7号墳東側墳丘土層断面（南から）

Fig．49　　7号墳l次墓道土層断面（南から）

F1g．51　7号墳墳兵内祭祀下土層断面（南から）
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Fig．48　　7号墳封土除去状況（南から）

Fig・50　　7号墳墳丘内列石（南西から）

Fig．52　　7号墳石室裏込め石



Fig・53　　7号墳石室掘方検出状況（東から）

Fig・55　　7号墳羨道部側壁（東から）

Fig．56　　7号墳腰石裏込め（北西から）

Fig．54　　7号墳石室掘方検出状況（南か

の次に110×60cm程の礫を横位に置いて腰石と

し、これより手前は床面より30cm高い掘方の上

段に30cm程の小礫を並べて腰石とし上部を袖石

横の腰石にそろえ、この上に一回り大きな礫を

重み上げている（Fig．55）。玄門部と、奥壁から

2．9mの位置に細長い礫で梱石をもうけており

第1梱石の外側から閉塞がなされている（Fig・

44）。閉塞は手前に幅70cmと30cm高さ70cmの偏

平な板石を蓋とし、この外側に15cm程の小礫を

幅1・1mにわたって整然と重み上げている。上

部の構造は削平のため不明である。

遺物は石室撹乱層中より須恵器蓋坏．甕の小

片．滑石製臼玉．銑鉄・鉄片、墓道．周溝から

は墳丘上の祭祀土器が半分程流れ込んだ状況で、

羨道左側墳丘内の天井石被覆盛土上面から須恵

器・蓋坏・高坏・旗．壺・甕等を一部撹乱を受

けていたが、破砕された状態で墳丘をとりまく

様に多量に出土している（Fig．45）。
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出土遺物（Fig．58・46）

103が墓道、106－108が周溝からの出土で、これ以外は墳丘内祭祀の遺物である。文中で特に

ことわらない限りは須恵器を示している。

86－88は坏蓋で、86は口径12・9器高3．2cm。天井部はヘラ切り後ヶズリ様の板ナデを施す。87

は口径13．0器高3．8cm。色調灰白色で焼成良好。88は口径14．6器高3．6cmで色調灰白色・焼成良

好。外面が灰をかぶる。89－91は坏身で89は受け部径14・3器高4・Ocmで休部外面の％程は右回

転のヘラヶズリで以外はヨコナデである。焼成良好。90は受け部径14・3器高4．0cmで鹿部は回

転へラヶズ11後ナデを施し平担気味となる。焼成はあまい。91は受け部径14．0器高3．8cmで休部

外面の％程まで回転へラヶズリ。焼成良好。92．93と94・95は蓋坏のセットで92は口径12・4器

高3・8cmで回転へラヶズリは休部中位まで093は受け部径13．4器高4．0cmで同じく休部中位まで

のヘラヶズリで鹿部が丸い。94は口径13．8器高4・2cmで言縁内面に段が残る。95は受け部径15．2

器高4．2cmで94とともに生焼けで明赤褐色を呈する。96は無蓋高坏で休部が丸い。口径11・0器高

15・Ocmで脚部に長方形の2段透しがある。97．98は旗で97は幅広の有段の口縁で口径13．0器高

16・Ocm。休部の穿孔外縁は焼成後に打ち欠きを行っている。98は幅の狭い有段の言縁部を有す

るもので口径12．4器高15．0cm。頸部上位に2段の波状文を、胴上位にカキ目工具による斜行の

連続刺突文・中位にカキ目を施す。胴下半は手持ちへラヶズリ後回転へラヶズリを施す。99は

小形の短頸壺で口径5・5－6・5器高4・2cmで焼けひずむ。胴外面はカキ目で鹿部は手持ちへラヶ

ズリを施す。100は土師器高坏で口径10．5器高9．3cmで明赤褐色を呈する。器壁が荒れており調

整不明。101は小型の甕で口径16．6器高19．5cmで鹿部が尖底気味になる。外面は木目直交の平

行叩で上半はヨコにナデ消す。102は横瓶で口径14．8器高35．0最大胴径40・Ocm。外面は木目直

交の平行叩後カキ目調整、内面には平行弧線の当て具痕が残る。103は提瓶で口径8・0器高26・0

胴径20．8胴厚12．6cm。胴部の％はカキ目で以下は回転へラヶズリである。裏面は板ナデ後ナデ

消しで平担になっている。この胴の上位に一対の粘土紐による吊り手を貼付する。調整はヘラ

ナデ。104は直言壷で口径9．0器高17・Ocmで口綾部中位の2条の沈線間に波状文を施す。胴部は

カキ目調整後、上半はヨコナデを施す。105は長頸壺の蓋と思われ、受け部径で9・8器高4・3cmO

休部の％程が回転へラヶズリで他はヨコナデ。外面は灰をかぶる。1’06は平瓶で口径6・0器高16．0

胴径20・4cmを測る。胴中位に径1．5cm程の穿孔後粘土で再び埋めた痕跡が一ヶ所有り、大型の旗

を意図して作成中、平瓶に変換したものと思われる。言縁の後、中央寄りに一対の角状の突起

を貼付している。107・108は蓋壺のセットである。107は壺蓋で口径18．2器高6・4cmでつまみを

欠失している可能性がある。上面は回転へラヶズリ後カキ目調整他はヨコナデである。108は五

耳壺で口径16．6器高37．6胴径39cmを測る。言埠は直言で口唇部は金属による切り離し痕が有る。
e

胴外面は木目直交の平行叩後上半はカキ目調整、下位はヨコナデ消しが施される。内面には同

心円の当て具痕が残る。周溝を中心に羨道．墓道．墳丘上と広く散布している。
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Fig．59　　8号墳石室検出状況（東から）

Fig・60　　8号墳全景（東から）

Fig．6l　　8号墳羨道部遺物出土状況（東から）
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8号墳（Fⅰg・59－70）

8号境は東に開口する単室両袖の横

穴式石室を主体とする小円墳で、西丘

陵の東側谷の丘陵斜面と中位段丘の地

形変換線付近に立地し、7．9号墳間

の標高21m付近、D－4グリッドに位

置し（Fig．38付図）、B群に属する。

7号墳同様、戦後の開墾で墳丘はほ

とんど失われており、等高線にも変化

がほとんどみられず、地表からの確認

は不可能な状態にあった。これも試掘

調査によって確認されたものである。

墳丘は北と西側で基盤層から25cm程

が残るのみで他は基盤層が露出する程

の削平を受けている（Fig．60）。削り残

された周溝により復元すると南北で径

8．5m、前方が削平と流失によって周溝

が不明だがおそらく前面が直線的にな

る馬蹄形の円墳になると思われる。

7号境と同様に東に下がる斜面と段

丘上に立地するため、平担な作業面を

確保するために西の斜面側を12．5×6

mの馬蹄形に掘り下げて平担面をつく

り、ここに幅1．8mの周溝と石室掘方を

掘削している。古墳の前面（谷側）が

失われているため残土を前面に押して

整地を行ったかどうかは不明。

周溝は西側の地山整形面の下端付近

に掘削され、幅1・5－2．8m程で墳丘に

l対して幅広のものである。溝外径で

11．2mを測る。古墳前面は欠失して不

明であるが丘陵側から谷側へ幅が広が

る。溝底も同様に谷側に下がっている。



Fig・62　　8号墳羨道部遺物出土状況（南から）

Fig164　　8号墳石室（北から）

Fig・66　　8号墳墳丘西側土層断面（南から）

Fig．63　　8号墳羨道部出土遺物

Fig．65　　8号墳墳丘南側土層断面（東から）

範－‡墳丘墓底面からの深さ20cmで断面は浅いU字形

を呈する。

墳丘盛土は西と北側で25cm程の高さが残って

いるのみで大部分は掘方の壁体裏込めである

（Fig．65・66）。暗黄灰～暗灰褐砂質土と赤褐色

粘土の地山土が用いられ、掘方上面まではこれ

らを交互に薄くつき固めている。この腰石上端

までの埋込みが終了すると、周溝の内側に幅1．4

cm深さ20cm程の内周溝を掘削し、これにかけて

壁体の裏まで水平に広く層を重ねており、他の

古墳の様な天井石被覆までの墳丘内部の細かな
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Fig．68　　8号墳完掘状況（東から） Fig．69　　8号墳完掘状況（南西から）

層位が見受けられず、裏込めと同時に大部分の墳丘整形も行っている様である。

石室掘方は石室主体部に沿った形で羨道部と一体化した、奥壁側で幅2．8m・羨門側で幅2．1

m、長さ4・5mの隅丸長台形のプランで西側で深さ65cmを測る断面逆台形のものである（Fig．

68・69）。

主体部は主軸をN－82°－Wにとり東に開口する単室両袖形の横穴式石室である。残存状態は

極めて悪く、腰石上に1石残るのみである。両側壁の石は抜き取られている。検出時では壁体

の礫を内部に投げ込んで埋められた状態であった（Fig．59）。

玄室は奥壁に1・2玄門側で1．0m、左側壁1・55m右側壁1．65mの長方形ブランで（Fig．64）、玄

門部で右袖石が動いているが、左右袖幅15－30cmを測る。奥壁は偏平な礫を縦位に2石置いて

腰石とし、左側壁は同様に2石を横位に、右側壁は3石を腰石とする。袖石は小振りの礫を縦

位に置いている。

羨道部は原位置に石が全く無いが抜き跡から復元すると幅70cm長さ1．4m程で床は谷に向け

ゆるく下がる。袖石の羨門側に細長の礫を置いて梱石としており、この外側に須恵器蓋坏と提

瓶、鉄器を検出した（Fig．62．63）。

遺物の出土状況は原位置をほぼ保っている羨道部と、石室撹乱土中より須恵器の蓋坏．健．

怨．甕．土師器紺の小片と鉄金族を3点検出した。周溝は南と西側に遺物がまとまっており須恵

器の甕・坏・提瓶・壺等の破片を主に検出している。

出土遺物（Fig．63．70）

123．124．127～129は石室撹乱土中からの出土で他は羨道部出土の一括遺物である。

109－124は蓋坏で117．118以外は上下で一対のものである。109は口径13・4器高3・8cm。110は

受け部径13・6器高4．0cm。外面全面に灰がかぶる。111は口径13．5器高3・9cmで天井部は板ナデ

後指ナデを施され平租になる。112は受け部径13．4器高4．4cmで底面はナデられ、小さめの平担

な鹿部になるO外全面に灰がかぶる。113は13・0×3．6cm、114は12・7×3・7cmで鹿部は丸い。外

面全体に灰がかぶり気泡が目立つ。115は13．0×4・1cmで天井部は若干丸い0116は13．8×4．OcmO
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Fig．70　　8号墳遺物実測図（1／2・－／4）

外面全体に灰がかぶる。117は11．2×3・5cmと小振りで丸い天井を持つ。118は13．6×4．4cmで外

面に灰がかぶる。119は13．0×3．8cmで天井部はヘラヶズリ後板ナデ。口縁の一部に灰かぶり。

120は13．6×4．4cmで鹿部はヶズリ後板ナデ。外面に灰かぶり。121は13・0×4・Ocm、122は13．3

×4・5cmで外面が灰かぶり。123は13．0×3・4cmで124は14．0×4・Ocmで外面が灰かぶり、125・126

は提瓶で125は口径9．7器高20．5胴径17．0cmで前面は平行叩後カキ目裏面はカキ目後回転へラヶ

ズリで平担。126は口径6・0器高．胴径14・8cmで前面はカキ目、裏面の3段程が回転へラヶズリ

で平担になり他の甕破片が溶着している。口綾部にヘラ描きの波状文を施す。127－129は長三

角の長頸鏃で127は片丸造128．129は両丸造と思われる。
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9号墳（Fig・71－81）

9号墳は南東に開口する単式両袖の

横穴式石室を主体とする円墳である。

西丘陵の東側斜面、8号墳の南15m

程に位置する。標高24m付近でE－5・

6グリッドにあり、B群に属する。

西側の丘陵斜面中位に60×30m程の

平担面があるが、これは戦後にキャン

プ場を開設するために造成された部分

で、その際多量の土砂を北と東に押し
Fig－71　9号墳全景（南東から）

Fig．72　　9号墳全景（南西から）

Fig・73　　9号墳墓道検出状況（南東から）
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出しており、9号墳はその客土の中に

完全に埋没していたため現況では全く

知られていなかった（Fig．38）。墳丘東

側に土取りの跡が有り、断面に若干の

高まりが見えていたため調査中に試掘

を行い、存在を確認したものである。

調査は石室内と墓道の排土と清掃、

墳丘・周溝の検出を行い、墳丘の断ち

割り後封土を除去し石室裏込めを露出．

掘方の検出・掘削までを行った。

墳丘は谷に面した東側と南側を大き

く削平され崖状になっており、他は墳

丘裾部を削り取られ、玄室上部に径6

m程の小さな残丘となって残っている

状況で天井石は露出している（Fig．71．

72）。西側の周溝底からの高さは80cm程

である。よって残っている周溝から復

元すると南北16m．東西9m程の南北

に長い不整形の楕円形の墳丘であった

様である。墳丘前面の周溝はゆるく湾

曲しており、他の号墳の様に馬蹄形に

はならない様である。

地山整形は周溝部と石室掘方部分の



′Fig174　　9号墳墓道遺物出土状況（南東から）

Fig．76 9号墳石室閉塞状況（北東から）

Fig．78　　9号墳完掘状況（南東から）
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Fig．75　　9号墳石室閉塞状況（南東から）

Fig．77　　9号墳墳丘土層断面（南東から）

Flg．79　　9号墳完掘状況（南西から）



1黄灰色粘土と赤褐色粘土の混土

墳丘縦断土層

2・9・10　明赤褐色粘土

3．17・20．22．24　暗灰褐色（赤褐色粘土を÷含む）

4．7　時灰褐色土’

5　時赤褐色粘土（暗灰褐色土を÷含む）

6．16．19　赤褐色粘土（風化礫を÷含む）

8　明赤褐色粘土（風化礫を÷含む）

10　淡黄褐色砂質土（風化礫を÷含む）

11．15　灰色粘土

13．14．18．21．23　赤褐色粘土（風化礫を÷含む）

25　淡黄褐色シルト
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2段で行われており、周溝部分で高さ1m程の切り下げを行ってこれがこのまま周溝となって

おり、玄室後ろの北．西部分では平担面を形づくっている。石室掘方はこの中央部に、東と南

端を欠失しているため規模が明らかでないが、現存部で幅5・7m長さ11m・丘陵側で深さ1．5m

の矩形に掘削し、東の谷側を排土で整地し（65・66．67層）その内部に石室に沿うかたちで幅

3．7mの長方形に30cm程掘り下げ主体部を構築している（Fig．78．79）。羨道部はこのままの幅

で4m延び、床面は谷側にゆるく傾斜しさらに墓道に連なる。墓道部は羨門部から中央を幅1・1

m深さ25cm掘り下げ2段になっており断面は浅いU字形を呈して、この部分に遺物が集中して

出土する（Fig．74）。迫葬時の改削による土層の切合は認められない。

周溝は北西の丘陵側で最も幅が広く3・8m、前面にかけ細くなり1mを測る。墳丘盛土が地山

整形の底面及び外側法面からなされ、これが周溝の内法面となっている。断面は浅いU字形で

ある。溝底は玄室西部分を最高所として谷側に2．8mの落差で下がっている。

墳丘盛土は掘方上面までの壁体裏込めと天井石被覆の細かな層位で地山土の赤褐色粘土と暗

黄灰色土．灰褐色土とを交互に堅くつき固めている。壁体の目貼りには灰白色混砂粘土が用い

られる。墳丘整形の盛土は削平のためほとんど残っていない（Fig・77）。

主体部は主軸をN－45。－Wにとり南東側のやや谷頭側に開口する単室両袖形の横穴式石室で

残存状態は良好であったが長年の西側からの厚い客土の土圧で左側壁がせり出し、ことに左袖

石の突出が著しい。石材は全て花崗岩である。玄室は奥壁側で1・8m、玄門側で2．0m、右側壁

2．4m、左側壁2・2mの長方形プランで、玄門部は右袖幅40cmでこのまま幅広の羨道部につらな

っており、しまりのない平面形を呈している。羨道の幅1・4m、長さ3．9mで奥壁から3．5mの位

置に閉塞がなされている（Fig・75・76）。閉塞には石室側に70cm程の大型の礫を2石置いてこれ

の上面及び背面に幅1・5m程に径15cm程の小礫を積み上げており右側壁側が盗掘により大きく崩

落している。奥壁には高さ1・2mの偏平な一石を横位に置いて腰石とし、この上に3－4石の小礫

を持ち送り気味に積み上げ1・2×1・85×0・7mの天井石一石を架構している。左右側壁とも奥壁

腰石と同程度の高さの礫を2石腰石にすえ、この上に若干小振りの礫を積み上げこの上にさら

に小礫を1－3段小言に持ち送りで積み上げている。目は腰石上一段目の礫で横に通している。

両袖石は方形の礫を縦位にすえこの上にもう一石積んで楯石を架構する。羨道部は袖石より一

段低い腔石を横位に3－4石置き袖石に接して3石を小口に積み上げ楯石と面をそろえて一石

を天井に架構した様で、これは検出時に羨道内に転落していた。これから墓道方向に3段階に

一石ずつを減じ羨門部では腰石の半分の高さの一石のみの側面が三角形の側壁を構築している。

目は横に通っている。
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Fig．81　9号墳遺物実測図（l／2．1／4．1／6）

－34－



遺物は石室撹乱土中より須恵器蓋杯．脚付壺・鉄鏃3点・刀子2点、羨道部より甕・蓋坏・

平瓶．横瓶・鉄鏃2・刀子1を検出、多くは墓道部のものと接合する。墓道部では大甕4点と

横瓶。平瓶．高坏・壷等大型品の破片と鉄棒を多数検出した。墳丘及び周溝からは大甕2点と

壺・施・坏を検出、周溝のものは墳丘上から流出したもので、一部は墓道にも散っている。

出土遺物（Fig・34）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

130－136．148は石室撹乱土中より出土、137－143．146・147は主に墓道部からの出土。144・

145は羨道左側の墳丘内からの出土である。146－148以外は須恵器である。

130－133は対になる蓋坏と思われる。130は坏蓋で口径12．5器高3．5cmで休部の％弱に回転へ

ラヶズリを施す。墓道の破片と摸合する。131は坏身で受け部径13．6器高3．6cmで休部の％弱に

回転へラヶズリを施し鹿部は丸い。外面が灰をかぶる。132は口径11．0器高3・Ocmを測る坏蓋で

天井部から％程に手持ちへラヶズリを施す。133は坏身で受け部径11．5器高3．5cmを測る。134

は坏蓋で受け部径14・0器高3．3cmで宝珠形のつまみを有し偏平な休部で身受けの返りは低い。

135も坏蓋で受け部径9・7器高3．8cmで擬宝珠形のつまみを有す。休部は深く身受けの返りは

若干高い。136は脚付直言壷で口径9．8胴径13・6cmで外面はカキ目、一部ヨコにナデ消し、

肩部に2条カキ目工具による連続刺突文を施す。以上の134．135以外は破片が墓道に散ってい

る。137は坏蓋で受部径9・2器高2・4cm。138は坏蓋で身と蓋とが上下逆転する時期とされるが明

確な使用状態でなく蓋とした。口径11．5器高4．0cmで天井部は平担でヘラヶズリ後ナデられる。

139は坏蓋で受け部径14・0つまみの有無は不明だが器高2．4cmの偏平な休部で身受けが大きく返

りは低い。140は脚付壷の脚部で底径15．5cm、2段の長方形透し穴を3ヶ所施し、下部にカキ目

工具による連続刺突を施す。136と接合する可能性が有る。141－143は甕で墓道で破片が入り混

っている。141は口径24・6器高49．5胴最大径は中位より若干上位に有り46・5cmを測る。胴部外面は

木目直交の平行叩で部分的にヨコナデ．カキ目が施される。内面の上半は同心円の当て具痕が

残り下半は平行の当て具痕が残る。破片の一部は墳丘上にも散っている。142は口径22．0器高

47．0胴最大径は中位より若干上に有り45・2cmを測る。鹿部は尖底気味で肩の張った器形となる。

胴部外面は木目直交の平行叩後粗いカキ目調整を施す。内面には同心円の当て具痕が残る。外

面肩部には自然釉がかかっている。破片は墳丘上・周溝内にも散布している。143は口径19．5器

高39・6cmで胴最大径は中位のやや上方にあり37．0cmを測る。外面は木目直交の平行叩後粗いカ

キ目調整を施し、内面には同心円当て具痕が残る。鹿部は平底気味になる。145は平瓶で口径

5・4器高17．2胴径19・Ocmを測り休部が厚い。休部外面はカキ目調整で底面と2段に回転ヶズリを

施す。破片の一部は墓道と周溝から出土する。144は坏身で受け部径13．8器高4・3cmで底面と一

段に回転ヶズリを施す。底面は平担気味になる。146・147は銅地銀張りの銀環で146は外径2．4

cm断面径5－6mm、147は外径2．4cm断面径5・5－7mmを測る。145は長三角形・長頸の鉄鏃の3本

の銹着で最大長7・8刃幅1．3cmを測る。両丸造である。
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Fig，82　10～12号墳全景（南東から）

Fig．83　10号墳検出状況（南西から）

Fig・84　10号墳検出状況（西から）
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10号墳（Fig．82－94）

10号境は9号墳と同様南東に開口す

る単室両袖の横穴式石室を主体とする

円墳であるO

西丘陵の8号墳の西方13m程の陵線

先端部付近に位置する。標高25m付近

でC－4グリッドの位置にありB群に

属している。

南側のキャンプ場造成時の客土中に

完全に埋没しており、現況では若干の

高まりが認められた。古墳の存在が予

想された事から調査中に試掘を行い存

在を確認したものである。

調査は石室内の排土と清掃、墳丘・

周溝の検出を行い、トレンチによる墳

丘の断ち割りを行った後、丘陵側の古

墳整地面までの墳丘盛土の除去を行い

掘方を検出するまでに留めた。

墳丘は整地面から20cm程の高さを残

すのみでそのほとんどを戦後の開墾時

に削平されている（Fig．83．84）。残存

している周溝と墳丘内列石から墳丘規

模を復元すると、東西7・5m南北5・5m

程の東西に長い楕円形の円墳になる様

である。

立地が斜面上であるため石室構築時

に平担な作業面を確保するため半径4

m程の馬蹄形に30cm程掘り下げて、こ

の面はそのまま周溝とし、この中央に

3．0×7・8m、丘陵側で深さ80cmの断

面逆台形の掘方を掘削し、主体部を構

築している。羨道部は7号墳と同様に

閉塞部から2段の掘り込みとなり、こ



Fig・85　　石室奥壁（南東から）

Fig187　lO号墳墓道遺物出土状況（南西から）

F1g．89　10号墳墳丘内祭祀（南から）

Fig・86　　石室閉塞状況（奥壁から）
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Flg・88　lO号墳墓道出土遺物

Fig．90　10号墳墳丘内祭祀遺物



の上段部に羨道側壁の続きを構築して

讐おり、羨門からの下段の延長が墓道と

Fig．9110号墳墳丘内周溝（南東から）

Fig・92　10号墳墳丘内周溝（南西から）

なっている。

周溝は地山整形の面をそのまま用い

ており丘陵側と奥壁の延長部分までの

矩形に近い形で巡っている。墳丘盛土

はこの整地面の底面からなされており

これが周溝の内法面を形成することに

なる。幅は左側辺が広′く1・7mで北に下

がる程狭くなる。底面は南西部の丘陵

陵線上を最高所に北東側の陵線先端方

向へと低くなる。

墓道は羨門幅から若干広がり・、端部

は流失して不明であるが、羨道の閉塞

部から墓道にかけて緩く傾斜している。

墳丘盛土は掘方上面までの壁体裏込

めと天井石被覆までの層位が残ってお

り墳丘整形の盛土はほとんど削り取ら

れている様である。壁体の裏込めには

地山土の赤禍色土・暗黄灰色シルト・

暗褐色シルトが薄くつき固められてい

るが粘土の使用が少なくしまりはゆる

い。壁体の裏込め終了後天井石の被覆にかかっているが、この際、玄室部分のみを囲む様に50

cm程の亜角礫を1－2段整地面に重み上げ列石をつくり（Fⅰg・84）、この内側から天井石被覆の

盛土がなされた様で、これも7号墳の構築技法と共通している。この列石の外側、羨道左側の

石室掘方脇の整地面上に35×60cmの楕円形の土壌が有り、内部に土師器3個体が破砕されて検

出しており、脇に一対の須恵器蓋杯が供献されている（Fig．89）。7号境の墳丘内供献の土器群

と同様の検出で、天井石架構時か封土被覆時の祭祀跡と思われる。この後、墳丘の整形の盛土

が行われるが、この時幅70cm程の内周溝を掘削し（Fig．91・92）、これにかけて墳丘整形の盛土を

行ったと思われ、8号境の手法と似かよっている。主体部は主軸をN－51。30′－Wにとり南東に

開口する単室両袖の横穴式石室で、腰石上に1－3石を積む程度が残存する状況で天井部は残

っていない。玄室は奥壁に一枚の鏡石を置き（Fig．85）その上に小型の礫を小言に積む。幅1．0

mで、玄門側は0．95m、左側壁2・．3m右側壁2．4mの長方形プランで右側壁が若干張り出す。玄
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門部は左袖幅が10cm程でこのまま羨道へと連なりしまりのない平面プランを呈している。

左側壁は幅50cm高さ50cm程の奥壁腰石より小振りの方形の礫を縦位に4石並べ腰石とし、この

上に厚さ20cm程の礫を2－3段持ち送りで積み上げている。袖石は縦長の方形の礫を縦位に置

いている。右側壁も同様に4石で構成している。床面上には15cm程の礫で敷石がなされていた

と思われるが、撹乱が著しく原位置を保っているものはないO羨道は玄門からの幅をそのまま

受け幅0．85m長さ2・4mを測る。側壁は袖石の横に70×50cm程の礫を横位に、これより先は床面

から20cm高い掘方の上段に50cm程の小振りの礫を腰石とし、この上に塊石を1－3段積み上げ

る7号境の羨道と同じ構築である。玄門部に細長の礫で梱石をもうけ、玄門から1．1mの位置

に閉塞がなされる（Fig・86）。閉塞は玄室側に20－50cm程の礫2－3石を前面に2段以上積み上

げた様で前方に面をそろえている。この後に15cm前後の小礫を乱雑に積み上げている。全体

が羨道床面より20cm程浮いており追葬時の構築と思われるO

遺物の出土状況は、石室内の撹乱土中と床面からガラス小玉3点．土製小玉11点．須恵質紡

錘車1点と鉄鏃1点、鉄刀1点、刀子2点、石突1点の小片を検出、羨道から土師器坏片を検

出、盗掘の際の取りこぼしが残った様な状況で須恵器は検出されなかった。盗掘のためほとん

どの副葬品を欠いていると思われるが残った遺物の構成は6号墳に似ている。墓道からは、羨

門から1・5m程の位置で須恵器坏蓋．坏身をそれぞれ5点．旛・平瓶・土師器高坏．甕の小片を

検出（Fig．87）。蓋坏は破損状態で乱れており蓋を被せて安置した様な状況ではない。迫葬時に

かき出したものの可能性が高い。墳丘では前述した土境内に廃棄された土師器甕以外には墳丘

削平時の掘削面上に遺物が散乱した状態で検出され、土壙近くの羨道部左側の墳丘に多く、須

恵器蓋杯・高杯．大甕．土師器甕等を検出している。7号墳同様に左前方の墳丘内に祭祀による

土器の集積部分があった様である。周溝からは左前方で須恵器坏．高坏．大甕等の破片が散布

した状態で検出しているが、大部分が墳丘上のものと摸合するため、この部分からの流出した

ものが大半を占めている様である。

出土遺物（Fig．94）

149－154．161は墓道、155－160は羨道左側の墳丘内、162は羨道右側の墳丘上面、163は周溝

からの出土品である。156－158以外は須恵器である。

149－151は坏蓋で口径13．6器高3．6cmを測る。天井部から1－2段程が回転へラヶズリで天井

部が平担になる。焼成はあまい。150は口径14．0器高4．2cmで外面休部の％弱が回転へラヶズ11。

151は口径13．4器高4．3cm。外面の一部に灰がかぶる。152－154・161は坏身で152は受け部径14・6

器高4・3cmで外面休部の％一％が回転へラヶズリ。153は受け部径14．6器高4・3cmで休部の％一％

が回転へラヶズリ。外面に灰がかぶる。154は受け部径13．0器高3・．3cmで蓋受けの立ち上がりが

高く、休部は浅い。一部に灰がかぶる。161は受け部径12．0器高3．8cmで休部の％弱が回転へラ

ヶズ11。155は無蓋高坏で口径12・6器高16．7cmを測る。坏部下半の突帯と沈線間にカキ目工具によ
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Fig・94　10号墳出土遺物（1／4・1／6）

る押引き文を施す。脚の下位2ヶ所に長方形の透しをもうけ、この上位に方孔の左側縁をヘラ

で切り込んだだけで中途で作業を止めている。156－158は土師器の甕で土壙内から破砕状態で

検出され、156を下位に、157．158が上位に混在して検出された。156は口唇上面と外面に凹線

を施す須恵器甕様の言緑を持つもので口座22．0器高34．0胴最大径29・8cmを測る。胴部外面は木

目直交横位のタタキ後上位はカキ目状のヨコハヶを施す。内面には平行線当て具痕が残る。色

調は淡黄褐色。胎土に砂粒を多く含む。157は言緑を欠くが156と同様の甕と思われ胴最径39．2

cmを測る。外面横位、上位で部分的に縦位の木目直交のタタキで一部にヨコナデを施す。158は

口径13・6器高16．8cm。口頸部外面は粗いナナメハヶで以下は細かなハヶ調整、内面頸部以下は

ヶズリ調整。159．160は土壙横の出土で160の下に159が重なっている。159は口径14．2器高4．6cm

で天井から％弱に阿恵へラヶズリを施す。160は受け部径15．0－13．5cmで大きくひずんでいる。

162は坏身で受け部径13．2器高4・Ocmで鹿部が平担気味になる。163は坏蓋で口径13．0器高4・2cm。

外面の％程に回転へラヶズ11。口唇内面に沈線が有る。
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11号墳（Fig．95－105）

11号墳は北西に開口する単室両袖の

横穴式石室を主体とする円墳である。

西丘陵の先端近くの丘陵斜面と中位

段丘の緩斜面との標高22m程の地形変

換線付近に位置し、7号墳の西方14m、

Fig．96　　日号墳墓道土層断面（北西から）

Fig．97　Il号墳石室閉塞状況（北から）
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10号境の北方11mのB－3・4グリッ

ドにある。B群に属する。′

開墾で墳丘はほとんど削られており

現況では若干の高まりが認められる程

度であったO古墳の可能性が考えられ

た事から調査中に試掘を実施、確認し

たものである。

調査は石室内部の排土と清掃、墳丘、

周溝の検出を行い、トレンチによる残

丘の断ち割り土層観察後斜面側で掘方

上端の検出を行った。

墳丘は著しい削平を受けて平担にな

っており、丘陵斜面側では黄灰色シル

トの基盤層が露出し、掘方の一部が見

え、西と北側の墳裾も周溝の内側に大

きく段状に削り込まれていた（Fig．95）。

残存する周溝から墳丘規模を復元する

と東西11・5m南北8mの楕円形か前面
屋

が直線の馬蹄形の円墳が想定されるが

羨道右の周溝は外に開き気味であり6

号境に似た後者の可能性が高い。

緩斜面に立地するため南西の丘陵側

を半径6m、深さ20cm程の馬蹄形に掘

り下げて平担面を作り、この外縁に泊

1って周溝を、 中央部に石室掘方を掘削

、している。

周溝の掘削は他の古墳に比べて深く



Fig．98　　日号墳石室奥壁（北西から）

Fig．，00　日号墳羨道部（南東から）

Fig・lO2　1，号墳左側壁（南西から）

Fig．99　　日号墳石室床面（北西から）

Flg・lOl　11号墳梱石上面線刻（南東から）

Fig．103　11号墳石室掘方（南から）
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Fig．105　11号墳出土遺物実測図（l／4．1／6）

基盤層上面から50cm近く有り、下端は外側に寄り、中央側にゆるく立ち上がる。幅は2．6－1・7

mである。

掘方は石室主体部に沿った形で墓道とともに掘削されており、トレンチによる断面観察によ

ると玄室部は径5．5m程の円形の掘方内にさらに墓道から延長した幅2．8mの長方形の掘方を掘

削している様で（Fig．103）、丘陵側で深さ120cmを測る。羨道部の掘方も2段になっており、7・

10号境と同様に閉塞部から羨門側に側壁を25cm程高い上段部分に構築している。墓道は掘方そ

のままの幅で、端部は削平され失われているが、羨門部から西へゆるく傾斜している。

墳丘盛土は掘方内の壁体裏込めが残っているのみで暗赤褐色粘土と暗黄灰色．暗褐色シルト

の地山土を交互につきかためている。

羨道右側、周溝脇の墳丘内に径1．0m深さ12cmの浅い土項が有り須恵器大甕が破砕された状況

で検出された。復元された土器は完形に近く、大きな削平は受けていない様であるが上面の覆

土が削平されており、地山整形後どの段階での供献か確定できない。
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主体部は主軸をN－55。－Wにとり、唯一西丘陵の西側の谷に開口するもので、単室両袖の横

穴式石室である。状況は腰石上に1石が残る程度で大部分を欠失している。玄室は奥壁に高さ

130cmの山形の偏平な礫と75cmの長方形の礫を縦位に2石並べ、幅2・1mを測る（Fig．98）O玄門

部は幅2．0m、左側壁2．0m．右側壁1・9mの方形プランで、左袖幅27cm、右袖幅35cmである。

右側壁は2石を横位に置き腰石とし幅50cm程の方形の礫を持ち送り気味に積む。左側壁

は3石を腰石とし、袖石脇は2石を縦に積んで高さをそろえている。側壁の腰石上面は奥壁左

の腰石に、腰石上の一石の上端は奥壁右の腰石にそろえている。袖石は幅60cm程のものを縦位

にすえ、奥壁腰石に高さをそろえ横に目を通している。羨道は幅1・1m・長さ4．5mで袖石の横

に80－110cm程の礫を2－3石横位に置いて腰石とし、これより先は床面より25cm高い掘方の上

段に壁を構築しており、袖石横の腰石上端に目を通している。玄門部には細長い礫で梱石をも

うけており、上面に格子目の線刻が有る（Fig．101）。玄門から2mの位置に羨道幅で高さ70cm

程の偏平な礫が倒れており、これを蓋石として裏に暗褐色土と黒灰色土を置き上面に小礫を置

いて閉塞としている（Fig・97）。

遺物は石室撹乱土中より須恵器蓋坏．平瓶．甕．怨・土製小玉21．滑石製臼玉4・管玉1．

銀環1・鉄鏃3・刀子1．鉄棒2点を検出した。閉塞・墓道部からは須恵器蓋坏・高坏．甕が

小片となって散布している。墳丘上には羨道左側部分を中心に須恵器坏・高坏．甕等を検出し

ているが周溝内のものと接合するものが有り広く散乱している。

出土遺物（Fig．11）

164－171は石室撹乱土中、172－178は閉塞上面．墓道から179は墳丘内土壙からの出土で、全

て須恵器である。164・165は蓋坏で、164は口径13．6器高4・Ocm。165は受け部径13・6器高3．4cm、

休部外面の％程が回転へラヶ、ズ11で灰をかぶる。166・167は坏身で166は受け部径12・0器高4・O

Cmで休部の％強が回転へラヶズリ。167は受け部径12・0一一13．0器高4・Ocm。168は坏蓋で受け部径

12．8器高2．3cmで天井部はヘラヶズリ後ナデで平担になる。返りは高目である。169は同時期の

坏身で鹿部へラ切用後ナデで広い平担気味の鹿部となる。171は有蓋高坏の坏部で受け部径13．5

cmで立ち上がりの傾斜は大きく短い。172．174・175は坏蓋で172は受け部径11．7器高2・3cmで返

りは低い。天井部は手持ちへラヶズ11で灰をかぶる。174は口径13・5器高3．8cm0175は口径11．6

器高3・5cmで天井部は回転へラヶズリ後板・指ナデ0173．175・176．177は坏身で173は径14．2器高

3．3cmで休部の％強が回転へラヶズリ。176は径11．6器高3・2cmで鹿部は回転へラ切り後ナデで平

担になる。177は上下が逆転するとされるものであるが、明確に蓋として出土している状態でな

く身とした。径10・6－12．2器高3．2cmで焼けひずみ外面に灰がかぶる。178は小形の甕で口径14

．0器高19．4cmで胴外面に木目直交の平行叩後上半はカキ目調整．下半は粗いヨコナデを施す。

179は口径24．0器高42．0胴最大径は肩に有り40cmを測る。口緑部外面にタテ条線文を施し、胴部

外面は木目直交の平行叩後粗いカキ目・ヨコナデを施す。内面にけ同心円の当て具痕が残る。
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Fig・106　l2号墳石室検出状況（東から）

Fig．lO7　12号墳全景（東から）

Flg．108　12号墳全景（南から）
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12号墳（Fig・106－114）

12号境は東に開口する単室片袖の横

穴式石室を主体とする円墳である。

西丘陵の西側の谷に画して発達した

中位段丘面と丘陵斜面との地形変換線

近くの、10号墳の西方8m．11号墳の

南方11mの標高24m付近に位置する。

B－5グリッドに有りB群に属する。

南側のキャンプ場造成時の排土中に

完全に埋没しており現況では全く確認

不可能で、10号墳と周囲の遺構面検出

作業中に検出した。

調査は石室内の排土と清掃、墳丘．

周溝の検出、トレンチによる墳丘の断

ち割りを行った。

墳丘は他と同様に開墾により平担に

削平されており、南側の丘陵方向で地

山整形面の暗黄灰色シルトが露出して

いる。西と北の墳裾も大きく削り込ま

れ段状になっている（Fⅰg・107）。よっ

て南側に残った易程の周溝から墳丘を

復元すると、東西6m．南北5m程の

円墳と思われる。

地山整形は南の丘陵斜面を馬蹄形に

50cm程掘り下げ平担面を削り出し、周

溝・石室掘方の掘削を行っている様で

ある。

周溝は南の斜面側に地山整形の外縁

に沿って掘削している様で外法は整形

の外縁と一致している。深さは地山整

形面から15cm程、幅は2．2mで浅いU

字形を呈している。底面は北にゆるく

下がっている。
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品
11

墳丘土層

1・6・12　暗黄灰色粘土

2．4．8．14　時黄灰色シルト（赤褐色粘土を÷含む）

3．5．10．13・15　暗灰褐色シルト

7・9　黄灰色シルト

11暗褐色混砂礫土

16　暗褐色シルト（マンガン沈澱）

17　暗黄灰色シルト

18　黄褐色混砂礫土

L＝24．0m

Fig・lO9　12号墳実測図
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Fig．110　12号墳墓道土層断面（東から）

Fig．日2　l2号墳石室全景（東から）

Fig．113　12号墳石室全景（南から）

Fig．＝112号墳石室奥壁（東から）

石室掘方は奥壁側で幅2・5m、羨門部で幅2．1

m長さ4m程で楕円形の掘方に羨道部の幅その

ままに墓道部を一体的に掘削しており、墓道は

石室の軸線上で掘削すると10号境の西側の墳裾

を削り取る事になり、これを避けるため地形変

換線に沿って北に大きく方向を変えている。底

面は羨門から北にゆるく傾斜している。羨道部

分は7・10．11号項と同様に閉塞部分から外側

は2段に掘削し、この上段に側壁の続きを構築

している。深さは丘陵側で110cm谷側で40cmの断

面逆台形で谷側にはこの際に排土で整地がなさ

れている様である。

墳丘盛土は掘方内の壁体の裏込めと谷側の整

形面からの壁体の裏込めが残っているのみで、

天井石被覆時、墳丘整形時の盛土部分は削平さ

れている。谷側の残丘の盛土で高さ50cm程であ

る。盛土には地山土の赤褐色粘土・暗黄灰色～

暗褐色シルトが用いられ、シルトと赤褐色粘土

との混土とを交互につき固めているが粘土の使

量が少く、全体的、にしまりはゆるい。

主体部は主軸をN－82°－Eにとり東側に開口

する単室左片袖の横穴式石室で、立地が西の谷
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Fig．＝412号墳遺物実測図（1／2・1／4）

に面した段丘上でありながら東に開口するという不自然な形をとっている。検出時には石室内

に1・35×1・0×0・3mの偏平な大石とこれより小振りな2石の天井石とおぼしきものと50cm程の

壁体の礫が落とし込まれた状態で、奥壁は鏡石のみ両側壁は腰石上に2－3石残る状態であっ

た（Fig．106）。玄室は奥壁で1．2玄門側で1・2m、左側壁1．9mの長方形プランで、左袖幅は25cm

を測る。奥壁は1・2×1．5mX23cmの偏平な一枚岩一石で、左側壁は高さ90cm程の長大な礫を2石

横位に置いて腰石とし、この上に幅50cm高さ30cm程の方形の礫を持ち送り気味に積み上げる。

袖石も同じ高さの礫を縦位に置く。石室床面には亜角礫で敷石がなされていた様であるが床面

に盗掘による大穴が有り原位置を保っていない（Fig・112）。羨道は幅広く0・95mで側壁の腰石

は玄室部と同じ高さのものを閉塞部まで用いて、その上に積み上げる礫も玄室側壁から横に目

を通してそろえられており、玄室と一体的に構築されている。閉塞部付近から先の側壁は2段

の掘方の上段部に50cm程の小振りの礫を腰石に構築しているが大部分は墓道部に流出している。

玄門部に30－60cm程の若干大きめの2石で梱石をもうけており、玄門から1mの位置にこれよ

り小振りの3石で仕切っている。梱石としては石の面がそろわず埋設もなされておらず、閉塞

石の基鹿部の可能性が高いO他の閉塞石は盗掘時に墓道にかき出された様で墓道の2層から3

層上面にかけ散乱している。

遺物の出土状況は石室撹乱土中より須恵器蓋坏・壺．甕、土師器高坏．蓋坏の破片を検出、

一部は墓道のものと接合する。羨道と墓道から各1点の銀環を検出している。

出土遺物（Fig．114）

180－184は石室撹乱土中より出土、185・186は墓道、187は羨道からの出土である。

180－182は須恵器で180は坏蓋。口径11・3器高3．5cmで天井部と2段程が回転へラヶズリで天

井部はナデられ平担になっている。181は坏身で受け部径11．0器高3・Ocmで鹿部の調整は180と同

様。182は坏身で径12・2器高2．9cmで小さく平担な鹿部をもつ。183は土師器高坏で口径11．5器高

約6cmで器面は荒れ調整不明。184は器形不明の土師器で外面はヨコナデ、内面は丁寧なヨコナ

デで底近くはヘラで一段ヨコにヘラヶズリが施される。185は須恵器坏蓋で口径12．0器高3．8cm

で天井と一段程が回転へラヶズリで天井が平担となる。186．187は鋼地銀環で186は外径26・9×

23・5mm、身厚7・4－5．9mmで187は外径26・6×24．5mmで身幅6・8mm。ともに銀箔の半分以上が剥落
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している。

竪穴住居址

竪穴住居址は1区、東丘陵の段丘面で2戸検出した。

SC－01（Fig．115－116）

H－3グリッドに位置し、南北5．1m．東西4．4mの方形の竪穴住居址で方位をN－14。30′－E

にとる。北側の壁から若干離れて70×110cm程の範囲に焼土部分が有り竃と考えられる。この西

側に120×90cm程の土接が、この東側から住居の東壁と南壁の丘陵側に壁溝がめぐる。深さは

10cm程で浅い逆台形を呈する。主柱穴は4本で東西の柱間が2．0－2．1m、南北が1・7－1・8mで

東西が若干長く住居のプランとは逆になる。

遺物は床面近くで検出されるものと住居が半分程埋没した状況で中央に廃棄されたものとが

Fig．H5　SC－Ol実測図（l／60）
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L＝22．1m

l　黄灰色土

2　黒灰色土

3　暗褐色土

4　淡褐色混砂礫土

5　淡赤褐色土

6　淡灰褐色土
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Fig．l16　SC－01遺物実測図（1／4・l／6）

ある（Fig・118）。

188．189は土師器の蓋坏で南西部の壁上から検出。188は口径14．0器高5．4cmで深い器形でヨ

コナデ調整後外面にはほとんど剥落しているが黒色顔料を塗布、内面天井部はヶンマが施され

る。189は杯身で口径12．2器高4．6cmで立ち上がりは高く内傾する。外面休部は手持ちへラヶズ

L＝2LOm
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Fig．117　SC－02実測図（1／60）
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11後丁寧なナデが施され188同様黒色顔料が塗布される。内面は鹿部を中心にヶンマが施される。

胎土は精良で淡灰褐色を呈する。IIIA期の須恵器を模したものと思われる。190．191は土師器甕

で190は口径18．0cmで、胴外面はタテハヶ、内面はタテ方向のヘラヶズ11。191は直言の甕で口径

20．0cm。外面は調整不明、内面は胴部にヘラヶズリを施す。192は竃東側の溝周辺の出土で土師

器甑。口径25．8器高23．9cmで口縁外面に2条凹線気味のヘラナデを施し、以下には粗いタテハ

ヶを施す。内面はタテ方向のヘラヶズリを施す。他にIIIA期の須恵器坏・腺．甕の破片を検出し

している。

SC－02（Fig．117）

SC－02はH－4グリッドに有り、方位をN－6。30′－Wにとり地形に応じている。東西方向5．3

mの方形で丘陵側で深さ35cm、北側は消失している。覆土が暗黄灰色でSC－01と異なっており、

住居範囲で同様の柱穴は2つのみで明確でない。遺物の検出はないが、SC－01に先行するもの

と思われる。

土　壙

土項は覆土が暗褐～黒灰色で古墳周溝の堆積土と共通するものを5基検出しており、このう

ち遺物の出土したものはSK－03の1基のみである。分布は2区の段丘上に多く古墳間に分布し

ており性格は不明のものが多い。

SK－02（Fig．118）はG－8グリッドの地山整形面上で検出したもので西丘陵の東の斜面を標

高25m付近で4．5m程の平担面を削り出しており、この面に位置している。80×40cmの隅丸

方形の土壌で四周の壁の焼けた土壌である。1度底上げを行って壁を粘土で塗りかえ一回り小

さく作りかえている。上位の覆土が古墳上面や周溝の覆土と同様であり古墳時代後期になされ

た地山整形面上に掘削されたものと考えられる。

－L＝25・Om

1　0

L一一一一一一⊥一一一一一一L一一一一一一一一L一一一一一一一一一⊥一一一一一一一i

Fig．118　SK－02実測図（l／20）
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1　暗黄灰色土

2　赤褐色土（黄灰色土を少量含む）
3　灰褐色土

4　赤褐色粘土（灰褐色土を含む）

5　灰褐色シルト（炭．焼土粒を少量含む）
6　娩土

7　灰褐一時黄灰色粘土
8　黒灰色炭灰

9　時黄灰色粘土（焼土粒．炭灰を÷含む）
10　明赤褐色粘土一地山土



柱穴（付図）

1区の5．6号墳間の広い段丘上と古墳周溝付近で多くの柱穴を検出している。覆土の違い

により4つ程に分けられるが必ずしも時期差を示していない。遺物の出土した柱穴にはグリッ

ド毎にナンバーを付した。

5・6号墳間の平担部には掘立柱建物が想定されるが柱筋の通るものを確認できていない。

中に径60cm深さ30cm程の円形で底面に10cm程炭灰が堆積する特異なピットが有り、周壁は焼け

ていない。H－6グリッドのP－1他がこれに当たる。

他に6・7．8・9号境の周溝の高位置に径20－30cm程の柱穴が検出される。深さは10－20

cm前後で深いものではないが古墳構築時の足場等を想起させる。

4．中・近世の調査

1区の段丘面の柱穴群に該期の建物も想定されるが明確な遺構はない。

遺物は（Fig．119）中世では193の土師質の土鍋が一点で口径24cm。外面はタテハヶ後ヨコナ

デ消しで煤が付着する。口唇と口縁内面はヨコハヶ後のヨコナデ消しで指頭圧痕が残る。休部

内面は丁寧なナデかヶンマが施される。H－3グリッドの赤褐色流土下の暗褐色土中より出土。

1415世紀頃か。

近世遺物は11号墳石室出土の鉄銭4枚と「寛永通宝」の銅銭1枚と銅製の算片で、194－196

は鉄銭でいずれも銹が著しい。194・196は円銭で194は径24．5mm孔径8・8mmで広縁の輪と内郭が

認められる。196は径25mm、孔径7mmで細線の輪が認められる。195は方銭2枚の銹着で径23

mm、細線の輪と内郭が認められ不明瞭ながら文字の一部が残り「仙」の「山」と思われる。

194・195は「寛永通宝」、195．196は「仙台通宝」と思われる。「仙台通宝」は本来は仙台藩内

のみの流通銭であるが福岡まで流通した様である。寛永通宝の鉄銭の初鉢は元文4（1739）年、

仙台通宝は天明4（1784）年である。よって11号墳は江戸中期には開口しており、博打を行った

様で、赤褐色土の埋土下にあり、谷を1－m近く埋めている流土はこれ以降の洪水によると思わ

れる。『天保雑記』によると福岡藩内で「天保11（1840）年6月4・5・9日大雨洪水田165・123
（註）

石損亡……山抜23，261ヶ所．流死80人……」と大規模な山崩れの記載が有り、本調査区の流土

はこれに対応する可能性が考えられる。
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Ⅳ　小　　結

今回調査した8基の古墳のうち、2基は従来周知されていた革場古墳群1－6号墳中のA群

に属するもので残りの6基は新たに発見されたB支群の全てで、谷をはさんだ東西2つの丘陵

に展開する古墳群であることが明らかとなり、第1・2次調査と合わせ全ての古墳に調査の手

が入った事になる。丘陵先端側の病院敷地内にも広がっていた可能性も有るが、これでほぼ完

結した単位と思われる。

現在三木文雄氏によってA群1－4号墳の整理．報告作業が進行中であるが、筆者の怠慢か

ら此等の資料を実見する事もなく今回の報告書作成に至ったためA群の検討と古墳群の総括は

これに譲り、B群を中心に述べる。

石室平面形（Fⅰg・120）は大きく3つに分けられ長方形の竪穴式石室－Ⅰ（5号墳）．横穴式石

室で単室両袖で長方形プランのもの－IIa（8号墳）．単室両袖で方形プランをもつ－IIb（6号

墳）、同様のプランで長大な羨道をもつもの－IIb′（7．9・11号墳）、単室片袖で長方形プラ

ンのもの－III（10・12号墳）に類別される。形態の親疎では5－8こ66761と9となる。

各古墳の出土須恵器の時期は5号境はIIIB期の新相のみ、6号境はIIIB期の新相．Ⅳ期の古

相．Ⅴ期、7号墳はIIIB期の古相一新相・IIIB期新相、8号墳はIIIB期新相・IIIB期新相～Ⅳ

期古相、9号墳はIIIB期新相～Ⅳ期古相．Ⅳ期古相・Ⅳ期新相．Ⅴ期・Ⅵ期、10号境はIIIB期
．

新相・IIIB期新相～Ⅳ期古相．Ⅳ期新相、11号墳はIIIB期新相・Ⅳ期古相．Ⅳ期新相．Ⅴ期、

12号墳はⅣ期新相の各期のものが出土している。各時期の須恵器を迫葬時の副葬品との前提で

みると5号項は6世紀後半～末の初葬のみ。6号墳は6世紀未の初葬から7世紀中頃まで2回

の迫葬、7号境は6世紀後半～末の初葬から末の迫葬を一回、8号境は6世紀末の初葬後7世

紀初頭の迫葬を一回、9号境は6世紀末～7世紀初頭の初葬後7世紀の後半までに4回の迫葬、

10号墳は6世紀末の初葬後7世紀前半までに2回の迫葬、11号境は6世紀後半～末の初葬後7

世紀中頃までに3回の迫葬、12号境は7世紀前半の遺物のみの検出であるが、墓道部で須恵器・

銀環が検出され迫葬の可能性が有る。

以上、初葬の須恵器．石室の平面形・古墳の占地を勘案してB群の形成を見ていくと、まず

丘陵陵線延．長上の中位段丘との地形変換線近くに7号境が6世紀後半～末に構築され、6世紀

末に陵線の山側に10号境が構築され陵線上を海から山側に古墳が形成される。これに近い時期

に西側あ地形変換線近くに11号境が、東側の変換線近くに8号墳が7．10号墳を囲む様に構築

され、7号境はこの時期に追葬がなされる。6世紀未から7世紀初頭頃に7－8号墳の流れで

同じ東斜面に9号墳が構築され、8．10号境では迫葬がなされる。以降7世紀前半に9．11号

墳で迫葬がなされ、次に12号境が10．11号墳間に構築される。これ．と平行して10．11号境で迫

葬が行われる。7世紀中頃に9．10号墳で迫葬され、7世紀後半に9号墳で最後の迫葬が行わ
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れ、これ以降廃絶している。7・8号境は7世紀初頭までには廃絶している様である。全体的

には東丘陵のA群から西丘陵の中央一束斜面、さらに中央から西斜面と、東から西へ移行して

いる様である。

次に著しい盗掘．撹乱を受けているため全容を示しているとは言い難いが出土遺物の特徴を

検討してみると、馬具を持たず主な鉄製武器は刀が6．7　10号填、鏃が6・7・8．9・10．

11号境で、これも長頸鉄がほとんどである。特徴が有るのは鉄鉾・石突で、6・8．10号墳の
（註4）

3基で検出しており、高崎2号境でも検出されている。また5号墳出力の有蓋足付壷の蓋は同

じく高崎2号墳でセットで出土しており、高崎古墳群との深い関係を類堆させる。他に鉄棒の

検出が目立ち、6．7・9号の3基で検出、特に9号墳からは4305gと多量に検出されている

（Tab・2）。

註1）　「革場古墳群．斜ヶ浦瓦窯址」1974、早良鉱業株式会社

註2）1973年、三木文雄担当で調査

註3）　「九州の災害史上巻」1986、三浦幸一郎より引用

註4）　「今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告第1集」1970、福岡県教育委員会
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N o． 石 室 構 造 玄室（幅×長）・羨道（幅×長） 開 口方 位 出 土 遺 物 須 恵 器 時 期 墳 丘 径

5 竪穴 式石 室 （1．2×2．4） N －19。30′－ E
須恵器蓋坏 ．五重．長頸壺 ・

壺蓋 ．高坏 ．甕 ．土師器甕
III B （新 ）

方形

7 ・2 ×7 ・5＋α

6 横穴 式石 室 （2．1×2．55） （0．95－2．6） N －10 3。－W

須恵器蓋坏 ．高坏 ．提瓶 ．

壺 ・高坏蓋 ．地 ・甕 ．土 師

器高坏 ・甕 一鉄刀 ・刀子 ・

鉄鏃 ・鉄鉾 ・石突 ・鎌 ・鉄 III B （新 ）． 馬蹄形 ？

（単室両袖形） 滓 ・銅飾板 ・銅鈴 ．鋼環 ・

銀環 ．金環 ・土製紡錘車 ・

土製小玉 ・ガラス小玉 ・水

晶切子玉 ・瑠璃 勾玉 ．石 錘

Ⅳ ．Ⅴ 9．8

7 横穴 式石室
（単室両袖形）

（1．8×2．0） （0．8×2・8） N －16 0。－ E

須恵器蓋坏 ．施 ．高坏 ．壷 ．

甕 ・提瓶 ．壺蓋 ・横瓶 ．平

瓶 ．土師器高坏 ・甕 ．鉄刀 ．

鍔金具 ・鉄鏃 ．滑石 臼玉

III B （古 ）～

III B （新 ）

III B （新 ）

馬蹄形

10 ×12

8
横 穴式石室

（1．2×1．65） （0・7×1．4） N －98。－E
須 恵器 蓋坏 ・提瓶 ．甕 ・土 III B （新 ） 馬蹄形 ？

（単室両袖形） 師器坩坏 ・鉄 石突 ．鉄鏃 ⅠIIB （新 ）～Ⅳ 8 ．5

9
横 穴式石室
（単室両袖形）

（1．8×2．4） （1・4×3．9） N －13 5。－ E

須恵器蓋坏 ．脚付壷 ．平瓶 ．

甕 ．提瓶 ．高坏 ・横瓶 ．鯉 ．

壺 ・刀子 ．鉄鏃 ・滑石勾玉

III B （新 ）～Ⅳ

Ⅳ ．Ⅴ ・Ⅵ

不整楕 円形

16 ×9

1 0
横穴 式石室

（単室左片袖形）
（1・15×2．3） （0．85×2・4） N －128。30′－E

須恵器蓋坏 ・－高坏 ・甕 ．土

師器相 ．甕 ．鉄 刀 ・刀子 ・

石突 ・鉄鏃 ・須 恵質紡錘 車 ・

土製小玉 ・ガラス小玉

III B （新 ）

III B （新 ）～Ⅳ

Ⅳ

楕円形

7・5×5 ．5

1 1
横穴 式石室

（2・1×2．0）　 －（1．1×4．5） N －5 5。－W

須恵器蓋坏 ・平瓶 ．怨 ・甕

長頸壺 ．土師器高坏 ．甕 ． III B （新 ） 馬蹄形

（単室両袖形） 土製小玉 ・滑石 臼玉 ・管玉 ．

銀環 ・刀子 ．鉄鏃

Ⅳ ・Ⅴ 8 ×11・5

1 2
横穴 式石室

（単室左片袖形）
（1．2×1．9）． （0．95×1一65） N －82。－E

須恵器蓋坏 ．壷 ．甕 ．土 師

器蓋坏 ・高坏 ・銀環
Ⅳ

不整円形

5 ×6

Tab．1　　第3次調査各古墳一覧

No． 出土部位 個数 重量（g ）

6 石室床面間 2 13

7

羨 道 1 40

左 前方周溝 2 7 7

計 3 117

9

石 室 撹乱土 5 －435

羨道 11 670

二墓道 2 1 3200

計 37 4305

総　 計 4 2 4435

Tab．2　　各古墳出土鉄滓一覧

N o． 埠 別
法　 量

（径 ×原田m ）
色 調 No． 種 別

法　 量

（径 ×厚mm ）
色 調

46 －土製紡錘車 85－90×26 66 土製小玉 6 ×－4 ・5 黒

47 鋼地銀環 32－，28× 7 67 土製小玉 7 ×5 ．5 黒

48 銅地金環 25－22× 4 68 土製小玉 6 ×4 黒

49 鋼　 環 26－28× 5 69 土製小玉 6 ×4 黒

50 銅　 環 23－25× 7 70 土製小玉 6 ．5× 4 黒

51 土製小玉 7 × 4 －黒 71 ガ ラス小玉 12× 8 緑

52 土製小玉 8 × 5 黒 72 ガ ラス小玉 13×4 緑

53 土製小玉 7 × 5 黒 73 ガ ラス小玉 14 × 9－ 緑

54 土製小玉 6 ・5 ×4 黒 74 ガ ラス小玉 14 ×10 緑

55 土製小玉 7 × 4 黒 75 ガ ラス小玉 17 ×5 ・5 茶

56 土製小玉 7 ．1×6 ・2 黒 76 土製小玉 11× 8 黒

57 土製小玉 7 ．3 ×4・8 黒 77 ガ ラス小玉 15×11 緑

58 土製小玉 7 ．2 ×4．2 黒 78 ガ ラス小玉 14 ×10 緑

59 土製小玉 6 ．3 ×3．7 黒 79 ガ ラス小玉 12 × 8 緑

60 土製小玉 6 ．7 ×3．5 里
ノ．ヽヽ
80 ガ ラス小玉 12 × 8 緑

61 土製小玉 7 × 6 黒 81 ガ ラス小玉 13 ×10 緑

62 土製小玉 7 × 5 黒 82 ガ ラス小玉 14 ×10 緑

63 土製小玉 6 ×4 ．5 里
ノ．、ヽ
83 ガ ラス小玉 14 × 9 緑

64 土製小玉 6 × 4 黒 84 水晶切 子玉 36 ×19

6 5 土製小玉 7 ×3 ・5 黒 85 喝咽 勾玉 38 ×12 淡褐

Tab．3　　6号墳石室出土玉類一覧

－55－
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Fig．121　各古墳出土須恵器ヘラ記号（1／6）
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